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■用途別では、企業の設備投資などに使われる「投資財」
(前月比＋2.1％)や機械類などの「生産財」(同＋0.6％)が
それぞれ2カ月ぶりにプラスとなった一方、消費用の製品
などの「消費財」は同▲3.1％と2カ月連続でマイナスとなり
ました。「消費財」では、乗用車などの「耐久消費財」が同
▲4.1％、生活必需品などの「非耐久消費財」が同▲2.2％
となっており、消費税増税の影響が残りました。 

■業種別ではコンベヤや一般用蒸気タービンなどが寄与し、
「はん用・生産用・業務用機械工業」が同＋6.3％、軽油や
ジェット燃料などの生産増加で「石油・石炭工業」が同
＋3.1％となりました。一方、乗用車などの不振で「輸送機
械工業」が同▲2.5％、パソコンなどの不振で「情報通信機
械工業」が同▲6.9％となりました。 

鉱工業生産指数(日本) 

2014年9月1日 

乗用車などの輸送機械や一般機械、情報通信機械など鉱工業部門の生産動向を指数化したもの
です。経済産業省が毎月発表しています。生産活動の全体的な推移を示す総合指数をはじめ、業
種別や用途別(財別)などの指数が含まれます。企業の生産計画に基づく2カ月先の予測も公表さ
れており、国内景気の動きを把握できる重要な指標として注目されています。 

（No.1,404）〈マーケットレポートNo.3,760〉 

今後の生産動向の見通しを示す製造工業生産予
測調査（企業の生産計画に基づく）を見ると、8月
は同＋1.3％、9月は同＋3.5％と持ち直しが見込
まれます。また、9月は「耐久消費財」などの回復
が見込まれています。 

■8月、9月は持ち直しの見通し ■企業業績や雇用環境の改善の波及に期待 

2014年08月27日【キーワード No.1,401】中小企業月次景況観測(日本) 
2014年08月14日【キーワード No.1,392】日本のGDP成長率(日本) 

7月は小幅ながら2カ月ぶりにプラス 
基調判断は「生産は弱含みで推移」を据え置き 

消費財の回復が遅れる 
乗用車やパソコンが不振 

消費の回復が今後の生産のカギを握る 

「投資財」がプラスに転じるなど設備投資関連は
堅調に推移していると見られ、今後の生産回復は
消費動向に左右されそうです。企業業績は回復
基調にあり、雇用環境は改善していることなどか
ら、今後は賃金が上昇し、消費が回復に向かうこ
とに期待したいところです。 
 

■8月29日に発表された7月の鉱工業生産指数は前月比＋0.2％と2カ月ぶりにプラスとなりましたが、
前月に公表された7月の予測値(同＋2.5％）を下回りました。消費税増税の影響は和らぎつつあるも
のの、回復の度合いに力強さは見られませんでした。経済産業省は基調判断を「生産は弱含みで推
移」で据え置きました。 

http://www.smam-jp.com/market/report/keyword/1239129_1982.html
http://www.smam-jp.com/market/report/keyword/1238867_1982.html

